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Climb every mountain.


マリアはそう唄った。


 


いや、違ったかなぁ。


マリアじゃなくて、、ま、いっか。
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旅先に山があれば、そこに登ることにしている。


例えそれがロープウエイで１５分のお手軽コースだろうと、


なんだって構わない。


 


いや、むしろ大歓迎。


 













        [image: ]


 


山上には平地では見ることが出来ない


風景が広がっている。


小さくなる家、うねる川、近づく雲。


 


 


例え、山頂がさらにその上だったとしても。
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苔というこの弱々しげな植物が、


木を浸食していく姿なんぞ、山に入らないと見られない。


 


これから何十年とかけて、巨大なセルロースの塊は


土に帰って行く。


なんて気の長い話なんだろう。
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所々に見られる木の縞状の白化現象が、この山の特徴らしいのだけれど、


植物学者でもないのでいまいち興味がわかない。


 


 


 













        [image: ]


 


割と雲の多い日で、雲の隙間から日が射すと


こんなふうに樹々が光る。


 


そしてまだ九月だというのに、当たり前のように防寒具が必要。
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木が枯れた後の森に光が差し込んで、


茂ったクマザサがキラキラと光っている。


 


全部が同じ針葉樹林に見えるけれど、所々に広葉樹が


混じっている。


山は厳しくもあり寛容でもある。
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この上りは、厳しい。
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よく整備された遊歩道とか。


 


厳しくもあり寛容でもある、、、。
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これは、、食べれる茸なんだろうか？


そもそも、何茸？


 


キノコの世界には、足を踏み入れてはいけない気がする。


戻れなくなりそうな、、、。
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中腹に或るロープウエイ乗り場。もちろん降り場でもある。


こういうところで昼食にすると、昭和の時代はカレーかうどんということに


相場は決まっていた物だけど、地元の野菜を使った


スパゲッティとやらが思いのほか美味しくて。


 


時代は変わったんだなあ。
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Clime every mountain!　時間のある限り。


 


例えそれが、立派な道路の整備された山だとしても。


といわけで、車山高原。
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山に雲の影が。
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種類なのか、気候のせいか、高原のススキは丈が短く


穂もこじんまりとしている。
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これが高原を覆っていて、逆光の中でキラキラと


光っているのだけれど、残念ながら本当の美しさまで


写せていないなあ。


 


もう一度でも三度でも、見に行きたい風景だ。
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雲は大きい。山も大きい。


そして、


人の住む世界は小さい。


小さいところに、身を寄せ合って暮らしている。
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雲の底が見えなくて。


ほとんど同じ高さに立っているんだろうな。


 


碧空を目指して、さらに伸び上がる。
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何かで見たことがあるような、、、
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マツムシソウ。


初めて見た。


 


雑草カメラのスイッチが入ってしまった。
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夕方の、うっすらとオレンジがかった光が


奇麗に透過して行く。













        [image: ]


 


気象レーダー
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ヤマハハコ


 


こ、これは可愛い。まだまだ知らない野草があるんだなあ。
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いいなあ、ヤマハハコ。
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ずっと歩いて行きたくなる。


あの小さな林とか、稜線の向こうとか。
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ワレモコウ


 


子供の頃、お月見の時に、ススキとかあとなんだっけ、


秋の草を採りに行って飾ったものだけど、いつもワレモコウが


なかなかみつけられなくて。


 


だからこの花をみると、無条件に懐かしい気持ちがわいてくる。
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もっと近くまで行ってみれば良かった。


気象レーダー。


 


何があるというのでもないんだろうけど。
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こんなに斜めなのに、まっすぐ生えるんだ。
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ここも、もう一度来てみたい。
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